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彦根長浜
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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

１

懐 か し い 鉄 道 写 真 展
辻良樹さんが近江鉄道など

「
は
ま
か
る
エ
ン
ゲ
キ
ヴ
」
劇
上
演

ア
ル
フ
ァ
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ

…

？
！
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

主
役
の
大
谷
佑
真
さ
ん
（
26
）

は
「
い
ろ
ん
な
場
面
が
出
て
き
て
、

舞
台
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て

い
く
。
紀
之
が
ど
う
な
る
か
、
楽

し
み
に
し
て
」
と
話
し
た
。

　

24
日
午
後
７
時
、
25
日
午
後
１

時
と
午
後
５
時
。
一
般
２
５
０
０

円
、
大
学
生
以
下
１
５
０
０
円

（
当
日
券
５
０
０
円
増
）
。
未
就

学
児
は
無
料
（
25
日
午
後
１
時
の

み
入
場
可
）
。
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信

チ
ケ
ッ
ト
１
０
０
０
円
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

40
歳
以
下
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
所
属
す
る
「
長
浜
文
化
芸
術

ユ
ー
ス
会
議
」
の
演
劇
部
門
「
は

ま
か
る
エ
ン
ゲ
キ
ヴ
」
は
24
、
25

日
、
長
浜
市
大
島
町
の
長
浜
文
化

芸
術
会
館
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

「
ア
ル
フ
ァ
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ

ト
ラ
」
を
上
演
す
る
＝
写
真
。

　

う
だ
つ
の
上
が
ら
な
い
ピ
ザ
屋

の
バ
イ
ト
『
紀
之
』
は
、
日
々
、

周
囲
の
人
間
に
振
り
回
さ
れ
て
い

た
。
遅
刻
魔
の
先
輩
、
騒
が
し
い

常
連
客
。
憤
慨
す
る
紀
之
だ
っ
た

が
、
あ
る
日
ピ
ザ
屋
に
訪
ね
て
き

た
男
が
運
命
を
大
き
く
変
え
る…

　

鉄
道
写
真
展
「
辻
良
樹
写
真
展

〜
少
し
懐
か
し
い
近
江
鉄
道
と
ボ

ン
ネ
ッ
ト
特
急
し
ら
さ
ぎ
・
加
越

〜
」
が
12
月
28
日
ま
で
長
浜
鉄
道

ス
ク
エ
ア
で
開
か
れ
た
。

　

湖
東
を
中
心
に
中
山
道
、
御
代

参
街
道
に
沿
っ
て
１
２
０
年
以
上

走
り
続
け
る
近
江
鉄
道
。
そ
の
歴

史
を
鉄
道
ラ
イ
タ
ー
・
辻
さ
ん
の

写
真
で
ひ
も
と
い
た
。

　

近
江
鉄
道
で
平
成
初
期
ま
で
運

用
さ
れ
て
い
た
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

電
車
１
形
（
赤
電
復
元
色
）
や
大

正
時
代
製
造
の
Ｅ
Ｄ
31
形
が
牽
引

す
る
工
事
列
車
な
ど
の
貴
重
な
写

真
に
加
え
、
北
陸
本
線
を
走
っ
た

４
８
５
系
ボ
ン
ネ
ッ
ト
型
特
急

「
し
ら
さ
ぎ
」
「
加
越
」
の
走
行

シ
ー
ン
の
写
真
も
並
ん
だ
。

　

同
時
開
催
の
企
画
展
「
湖
南
鉄

道
か
ら
八
日
市
鉄
道　

近
江
鉄
道

の
名
所
案
内
」
で
は
、
明
治
か
ら

大
正
に
か
け
て
県
内
を
走
っ
た
私

鉄
各
社
や
そ
れ
ら
を
吸
収
合
併
し

た
近
江
鉄
道
が
作
成
し
た
観
光
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
展
示
し
、
当

時
の
集
客
施
策
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

「
た
す
け
愛
は
え
み
」
発
足

住
民
が
買
い
物
や
通
院
支
援

は と っ ぴ ー だ い す き ！
平和堂が改めてキャラＰＲ

治
会
長
、
民
生
委
員
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
に
相
談
②
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
内
容
を
確
認
、

時
間
を
調
整
③
手
配
を
受
け
た

サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
問―

―

と
い

っ
た
流
れ
だ
。
困
り
ご
と
に
対

応
で
き
な
い
場
合
は
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
専
門
機
関
に
つ

な
ぐ
。
問
い
合
わ
せ
は
堂
ケ
崎

代
表
（
０
９
０
・
９
０
９
７
・

６
８
０
０
）
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
る
。

　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

彦
根
市
の
稲
枝
西
小
学
校
区
で
、

住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
た
す
け
愛
は
え
み
」
（
堂

ケ
崎
重
実
代
表
）
が
発
足
し
た
＝

写
真
。
学
区
内
の
高
齢
者
ら
を
有

償
で
手
助
け
す
る
。
当
面
は
送
迎

サ
ー
ビ
ス
（
通
院
、
買
い
物
）
が

中
心
。
ゴ
ミ
出
し
な
ど
困
り
ご
と

支
援
も
検
討
中
と
い
う
。

　

送
迎
エ
リ
ア
は
彦
根
市
、
豊
郷

町
、
東
近
江
市
能
登
川
地
区
で
、

時
間
帯
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。

片
道
５
０
０
円
を
支
払
う
。
利
用

は
①
２
週
間
前
ま
で
に
地
元
の
自

　

企
画
第
１
弾
と
し
て
２
０
２
５

年
12
月
か
ら
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ

「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
」
で
配
信

さ
れ
る
平
和
堂
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
か
け
っ
こ
と
び
っ
こ
」
に
、
か

わ
の
さ
ん
の
手
が
け
た
は
と
っ
ぴ

ー
が
登
場
し
た
＝
写
真
。
こ
の
動

　
　
　
　
　
　
　
　

画
は
平
和
堂

　
　
　
　
　
　
　
　

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　

（
ユ
ー
チ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ブ
、
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
タ
グ
ラ
ム
、

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｘ
）
で
も
楽

　
　
　
　
　
　
　
　

し
む
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

【
彦
根
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　

部
・
伊
藤
信

　
　
　
　
　
　
　
　

司
】

　

平
和
堂
（
本
社
・
彦
根
市
西
今

町
）
は
「
は
と
っ
ぴ
ー
だ
い
す
き

！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
た
。

平
和
堂
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
は
と
っ
ぴ
ー
」
は
２
０
１
３

年
の
デ
ビ
ュ
ー
以
降
、
イ
ベ
ン
ト

参
加
、
チ
ラ
シ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
活
動

に
貢
献
し
て
き
た
。

　

た
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

「
思
い
入
れ
が
な
い
」
「
よ

く
知
ら
な
い
」
と
の
答
え
も

あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
交
流
サ
イ
ト
）
で
話

題
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

か
わ
の
ま
き
こ
さ
ん
に
新
た

な
作
画
を
依
頼
。
動
画
や
漫

画
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
に
し
て
、
若
年
層
と
の

接
点
を
増
や
す
こ
と
に
し
た
。

近江鉄道の歴史などを紹介した写真展


